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舳Put　Away　Ti11He　Gives　Up！Give　It　Him！Give　It　Him！”’（1852）1

　HametBeecherStoweのωκ1θτo〃｛Coわ1η，o1，L牝α1ηoη9伽Lowlv（1852年3

月初版刊、以下στC）2に展開される奴隷制廃止論は、虜囚奴隷であるUnc1e

Tomの殉教という非暴力抵抗と、逃亡混血奴隷GeorgeHamsが流転半生にお

いて率先垂範する、キリスト教教育を施した上で解放奴隷をリベリアに送還す

るというアフリカ再植民地化計画をその骨千としている。独立戦争以降も奴隷

制を温存してきたアメリカは、移住を強制してきたアフリカ人に道徳的成熟へ

の通過儀礼を提供する地理的空間として設定されている。こうした小説枠組は、

奴隷制廃止の気運が高まる19世紀中葉において黒人に関する一般的北部白人

世論を反映するものであったと考えられる。言い換えれば、奴隷制廃止後のア
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メリカ社会において白人優位の現状を脅威に晒すことのないように、当該作品

にはキリスト教化という黒人の精神的向上とアフリカ送還という社会的疎外の

和解神話があらかじめ組み込まれている。奴隷制廃止という大義を説く宗教冊

子としてσκは、公刊第一週で1O，OOO部、年内には300，OOO部の発行を記録

するベストセラーとなった（Hedrick223）。ここにその宗教的感傷によって北

部白人世論を変容し、奴隷解放を＜教義より生じる正義〉と錯覚させるアメリ

カ文学史上未曾有の社会現象が生まれたのである。3

　足掛け5年、62万3，OOO人に達する戦死者を出した南北戦争が終結し、その

12年後の1877年には連邦政府による南部再建が終了する。占領時代の黒人優

遇策に対する保守反動として南部諸州は、自由黒人や解放奴隷を二等市民に貝乏

める、所謂JimCrow法を相継いで可決し、1960年代までこの人種差別法は存

続する。他方20世紀モタニスム批評から感傷の正当性を疑われたστCは、言風

刺や誹誇の的となる運命を辿る。公刊直後の一部黒人知識階級と同様トムの信

仰心を奴隷制への「白発的降服」と見なす読者には（Banks223－24）、σκの感

傷文学パワーと文化機能を想像することすら困難であろう。

　1980年代に入ってそれまで大衆文学として軽視されてきたσκの再評価が

本格化する。JaneTomp㎞nsは「女性による、女性のための、女性について書

かれた」感傷小説の典型としてστCを取り上げ、キリスト教救済論・予型論

に基づく政治社会変革エネルギーが認められると主張する。さらにこの研究者

は、Nathame1HawthomeやHeman　Me1v111eには見られぬ女性の視点に基づく

父権社会批判とアメリカ文化再構築の企図を読み解いている（124－25）。σκ

は確かに深遠な哲理や文学的含蓄を欠いているが、感傷を巧妙に操作すること

によって同時代男性作家より激しいアメリカ社会批判を一面において成し得た

のである。しかし奴隷制廃止のためにストウが呈示する神学的恐怖には、善意

に基づく創作意図にも拘わらずレイシズムが潜んでいる。その驚嘆すべき一般

大衆の支持の下に、στCの偏見に満ちた黒人ステレオタイプは20世紀中葉ま

で生き永らえる。4EricJ．Sundquistは、キャノン再編によってστCがアメリカ

文学主潮に位置付けられようとも、当該作品のレイシズムや歪曲した文化イ

メージを軽視してはならないと警告する（4）。

　本稿では、まずστCにおいて反奴隷制とレイシスムが共存する矛盾をスト

ウのキリスト教道徳至上主義の観点から分析する。次いで、奴隷制廃止を掲げ

ながらも読者に感傷を強要するという、στCに特有な〈奴隷制＞の二重構造に
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ついて考察する。その際問題となるのは、被抑圧者への共感を喚起するために

憐欄対象である黒人奴隷主体が消去されるという自家撞着である。本稿の結論

として、こうした根本的矛盾を孕む感傷レイシズムによって奴隷制廃止論に感

情的に賛同する19世紀中葉の読者には、その同意に当然伴う政治責任を回避

する退路が開かオtていることを導きたい。

　　　　　　1α肌伽Zoが∫Cα脇の反奴隷制とレイシズム

　不正に虐待される全ての被抑圧者に伸ぴる「善意の手」や「〈人問に対する善
　　　　　　　　　　　　　　マスターコード
意〉というキリスト教の大いなる基調和音」（7）というイメージが「序文」に散

見されるように、ストウのキリスト教信仰は〈神の意志＞への絶大な信頼に依

拠している。στCは＜神の意志＞と人間との絶対的な交渉の場として設定され

ているのであり、それだからこそ聖書が持つ感化力と同質の文学パワーを有す

るに至ったのである（Kazm　xv1）。奴隷制を究極の悪徳と見なすストウにとっ

て、＜正真正銘のキリスト教徒であるか否か〉が登場人物の人問的価値を決定

する絶対条件となる。したがってσπには、救済される者と永遠の断罪を受

ける者の二通りの人物像しか基本的に登場しない。

　奴隷制下の主従関係にあってキリスト教徒だからこそ主人との約束を遵守す

るトムには、奴隷生活の現実的諸相ではなく、キリスト者の理想像が描かれる

のみである。そこで、一切の我欲を捨て去る＜正真正銘のキリスト教徒〉とし

てトムが虐殺されるまでの足跡を手短に辿ってみよう。借金返済のために自分

を手放す主人Aれhur　She1byに向かってトムは、“‘．．．And　now　Ijist　ask　you，

Mas’rラhaveIeverbrokeword　to　you，or　gone　contrary　to　you，’specia11y　since　I　was　a

Chr1st1an7州（69）と誇らしげに問い質す。深南部へと売られて行くトムの終着

点は「悪魔のような」（‘‘d1abo11ca1，”‘‘Hend1sh”393）SmonLegreeの農場であり、

そこでこの敬慶な奴隷は退廃的な生活を送る黒人同胞に神の福音を説く。ラグ

リーの情婦Cassyは自由獲得のために主人殺害と奴隷解放をトムに相談する

が、彼は‘“．．．The　Lord　has　n’t　ca11ed　us　to　wrath．We　must　suffer，and　wait　his

time州（437）と言って押し止める。そしてキャスィらに逃亡計画を提案する。

逃亡奴隷捜索に荷担することを毅然と拒否するトムは、ラグリーの怒りを買っ

て激しく鞭打たれ瀕死の重傷を負ってしまう。二日後トムを買い戻しにラグ

リー農場を訪れたシェルビィ家の後継息子に向かってトムは、“‘0，Mas’r

Georgelwhatathmg’t1stobeaChr1st1an1川と重々しく曝いた後に「征服者の表
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情」を浮かべて死ぬのである（461＿62）。

　ここで、トムが完全無欠なキリスト教徒として神に召される歓喜と、妓錘征姦畠

作家Frederick　Doug1assが取る反抗的態度を比較検討してみよう。「蛇」（92）

と緯名を付けられる抜け目なく残忍な奴隷調教師EdwardCoveyとの二時問に

及ぶ格闘を「奴隷人生行路の転換点」（104）と述懐するダグラスは、その勝利

の瞬間を「奴隷制という墓から自由という天国への栄えある再生」（105）と書

き記す。いずれの場面もキリスト者の殉教とイェス再生を紡佛させる点におい

て宗教的ではあるが、各々が企図する効果は大いに異なる。暴力による抵抗と

いう叛逆行為に宗教的妥当性を裏付ける元黒人奴隷作家とは違い、白人作家ス

トウはトムの非暴力抵抗を抽象的な宗教上の至福感に擦り替えている（Be11in

280＿81）。つまりσκという反奴隷制テクストは、奴隷制に対する勇猛果敢

な抵抗運動を悉意的に忌避し、痛苦に耐えながらいつ到来するかも定かでない

〈審判の口〉を待ち続ける宗教道徳判断に依拠している。

　トム同様に敬虞なキリスト教信者E11zaの場合、4分の1混血奴隷のために

ある程度の自由が保障されている。シェルヒィ家において実の娘のように養育

された美貌の混血女奴隷は、奴隷身分ゆえに主人Tomから不当な処遇を受け

憤懲を漏らす混血奴隷の夫ジョージに、‘“Ia1waysthoughtthatImustobeymy

masterandm1stress，orIcou1dn’tbeaChr1st1an’”（26）と言う。ところが、幼い一

人息子がトムと共に売却されることを知るや、この主人に忠実で信心深いイラ

イザはHarryを抱いて決死の逃亡を騰踏なく試みるのである。イライザは混血

キリスト教徒であると同時に母親でもあることが強調され、これらストウ流キ

リスト教道徳のプラス属性は、女主人Em11yがこの信頼を裏切り逃亡した奴隷

母子を弁護する根拠になっている　　6“　Ihaveta1ked　w1thE11zaaboutherboy

＿her　duty　to　h1m　as　a　Chr1st1an　mother，to　watch　overh1m，pray　forh1m，and　brmg　hm

upmaChr1st1anwa　　州（45，下線引用者）。そしてこの熱心なキリスト教徒

にして黒人奴隷シンパの口を介して、作者の奴隷制廃止思想が吐露される。

“This　is　God’s　curse　on　s1avery！■a　bitter，bitter，most　accursed　thing！一a　curse

to　the　master　and　a　curse　to　the　s1aveu　was　a　foo1to　thmk　I　cou1d　make

anything　good　out　of　such　a　dead1y　eviL　It　is　a　sin　to　hoId　a　s1ave　under1aws

1ike　ours，‘I　a1ways　fe1t　it　was，■I　a1ways　thought　so　when　I　was　a　gir1r■I

thought　so　sti11more　after　Ijoined　the　church；but　I　thought　I　cou1d　gi1d　it　over，
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一I　thought，b　kmdness，and　c狐e，and　mstruct1on，I　cou1d　make　the　cond1t1on

0fminebetterthanfrqedom■foo1thatIwas！’’（45－46，下線引用者）

執筆に当たりストウが想定した読み手は「洗練されたキリスト教徒の読者」

（“ourreinedandChr1st1anreaders”85）である。奇跡のような神意によって奴隷

制南部から逃亡してきた黒人奴隷が北部に求めるものは、まず「避難所」であ

り、そして「教育と知識とキリスト教」であると作者は断言する（490）。だが

こうしたキリスト教人道主義に基づく逃亡奴隷支援と、借金返済のため黒人奴

隷の売却を決断する以前の安寧に満ちた奴隷生活を保障するシェルビィ家の温

情主義（「親切に世話し教え導いて、彼ら奴隷を自由の身にするよセ）もっとよ

い状態にできる」）は、本質的に大同小異ではなかろうか。

　黒人娘Topsyは、‘“IspectIgrow’d　Don’tthmknobodynevermademe川（271）

と言ってキリスト教の神を拒絶する。5この黒人異端児とEvange1ineSt．C1are

は、アフリカ人とサクソン人の対蹴的文化タイプとして紹介されている。その

画一的類型描写には作者の覆い難いレイシズムが露顕する。

　　There　stood　the　two　chi1dren，representatives　ofthe　two　extremes　ofsociety．The

　　f段ir，high＿bred　chi1d，with　her　go1den　head，her　deep　eyes，her　spiritua1，nob1e

　　brow，and　prince＿1ike　movements；and　her　b1ack，keen，subt1e，cringing，yet

　　acute　neighbor．They　stood　the　representatives　oftheirraces．The　Saxon，bom　of

　　agesofcu1t1vat1on，command，educat1on，phys1ca1andmora1emnence，theA什1c，

　　bom　ofages　ofopression，submission，ignorance，toi1，and　vice！（275－76）

この箇所には、正邪、文明と無知、そして支配と従属といった対立項目群と共

に、神と悪魔を意味する白と黒の色のシンボリズムが呆れるほど無頓着に書き

込まれている。ストウの黒人観は、異端であるアフリカ人がそのアフリカ的特

質を抑制すれば救済可能であるという環境決定論である。イヴァンジェリンが

トプスィを改宗させる場面は、「天上の愛の光が異端の魂の闇に差し込」んで「罪

人を改心させようと屈み込む輝かしい天使の絵さながら」（315）と形容される。

しかし如何に宗教画のように美化されようとも、イヴァンジェリンの立居振舞

は、文明社会から隔絶した未開のアフリカ人を啓蒙すると称して植民地主義運

動に荷担したキリスト教宣教師らの欺圓繭的行為と重なり合う。イヴァンジェリ

ン主導によるトプスィの改宗が表象しているのは、〈神の意志〉を隠れ蓑にす
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る他民族文化の躁踊行為に他ならない。奴隷制廃止を〈神の意志〉として絶対

視するストウのレトリックは、白人キリスト教徒には有効であったであろう。

しかしストウが再三再四繰り返す＜神の意志〉は、奴隷制廃止運動に賛同する

白人の根強いレイシズムを隠蔽する口実となっている。・

　　　　2　〈奴隷制〉の二重構造感傷による奴隷主体の消去

　στCの感傷について考察するために、文学批評におけるセンチメンタリティ

の定義を幾つか挙げてみよう。「通常の倫理的知的判断を誇張された思慮のな

い感情に置換するために、特定の状況に対して不適切な感情反応を誘発する作

用」（Ho1man411）という規定や、「不正確で過剰な感情のみならず、自己欺嚇、

そうあればなあという願望ゆえにそうであると信じ込む身勝手を意味する」

（HortonandEdwards194）という解説もある。いずれにしても感傷は反知性文

学様式であると認識されている。σπは、こうした感傷特性が要因となって

文学史上の位置付けや評価が不安定にならざるを得ない。

　ストウの声は物語の余白とも呼べる安全地帯に留まっている。しかし作者に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おそれよる注解や論評だけでは単なる説教になってしまう虞がある。そこで反奴隷制

講話に耳を傾けるだけの読者の心的態度を変えるために、メロドラマのプロッ

ト様式が語りの技法として取り込まれ、読者の感情的関与が増強されるのであ

る。W1nfnedF1uckは、感傷テクストが審美的距離を排除しようとし、そのた

めにまずテクストとの距離を読者に痛ましいものと実感させる必要があると指

摘する（327）。この目的に適った文学技巧が、社会と道徳の二領域を混清し統

合する〈家族〉のメタファである。イライザは女性であるだけでなく母親であ

るがゆえに家族離散の危機を察知し幼子ハリィを抱いて逃亡する。トムは父親

であり夫でもあるのだが、さらに黒人と白人の〈家族〉関係を築く「アンクル」

という社会的役割を担っている。こうして作者は奴隷の民族性よりも社会性を

強調し読者に感情的関与を間断なく要求する。そして、ひいては奴隷制存続が

アメリカという＜家〉の崩壊に繋がると警鐘を鳴らすのである。しかしストウ

が力説する奴隷の社会道徳心は、一過性の美点としか呈示されていない。ジョー

ジ・ハリスにとって〈家〉は、「避難所」（490）の米国北部ではなくキリスト教

宣教師としてその建設に献身するアフリカ版千年王国であろう。一方トムは、

自分が安住すべき＜家＞を天国以外に見出そうとはしない。

　ところで、平板な紋切り型の登場人物がひしめくστCの中で現代読者が興
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味を持つことができる人物は、トムの二番目の主人AugustineSt．C1areを措い

て他にないであろうhこの人物は奴隷制を憎悪しながらも奴隷所有者としてそ

の貴族的南部農場生活を捨てきれない自己矛盾を抱えている。嘗て「万人の抗

議小説」（1949）の中でJamesBa1dwinは、プロパガンダ小説に認められる誤謬

を“1ts　re］ect1on　of11fe，the　human　bemg　the　den1a1ofh1s　beauty，dread，Power，m1ts

insistence　that　it　is　his　categorization　a1one　which　is　rea1and　which　cannot　be

transcend’’（22）と述べσκを痛烈に批判した。このようなストウの神学的人

物分類から唯一人の例外がこの南部白人である。オーガスティンは、ストウの

奴隷制廃止思想に内在する罪人と被救済者、世俗と神性、現世と永遠の二律背

反を“uptoheaven’sgateintheory，downinearth’sdustinpractice”（261）と警え、

作者の論理矛盾を内部告発する。相反する作者の信念を不幸にも演じざるを得

ないオーガスティンは、無抵抗と受動性においてトムと同等の位置付けが成さ

れている。ところが、夫折する娘イヴァンジェリンと約束したトム解放を果た

さぬまま、彼は酒場の喧嘩の巻き添えを食い急死する（351）。オーガスティン

に“a　dreamy，neutra1spectator　ofthe　strug91e，agonies，and　wrongs　of　man’’（347）と

自已規定させているように、登場人物にあるべき複雑な内面心理よりも、〈神

の意志＞に背く究極の悪徳である奴隷制の廃止という至高善をストウは優先さ

せるのである。

　オーガスティンは、心理的に宙ぶらりんであるからこそσκの根幹を成す

現実と理想の背離を察知する。黒人奴隷と同じ立場に身を置き得る彼は、弟

A1fredが付けた蔑称“awomanish　sentimenta1ist’’（259）を自潮気味に認めている

が、それでも「中立の傍観者」の客観的冷静さで奴隷制を分析することが可能

なのだ。例えば、ニューイングランド出身の従妹Ophe1iaに奴隷制の終焉とは

どんなものかと質問されたオーガスティンは、以下のように答える。

“I　don’t　know．0ne　thing　is　certain、一that　there　is　a　mustering　among　the

masses，the　wor1d　over；and　there　is　a”ω洲oθcoming　on，sooner　or1ater．The

same　thmg1s　workmg　m　Europe，m　Eng1and，and　m　th1s　country　My　mother

used　to　te11me　ofa　m111enmum　that　was　commg，when　Chr1st　shou1d　re1gn，and．

a11men　shou1d　be　free　and　happy．And　she　taught　me，when　I　was　a　boy，to

pray，‘Thy　kingdom　come∴．．But　who　may　abide　the　day　ofHis　appearing？”

（260＿61）



22　反奴隷制と感傷レイシズム　　HarrietBeecherStoweのσ〃c1θ肋〃ゴ8Cαわ加

最後の一文「しかしキリスト再臨の日まで誰が待てるのだろうか」という修辞
疑問文を除き、「嘉紬み毒半帖」を予見するオーガスティンの言葉はストウの

口調と共鳴している。奴隷叛乱を確信するオーガスティンは、暴力革命による

奴隷解放を忌避する作者の負のペルソナと呼んでよい。このキリスト教懐疑論

者は、σκの宗教道徳至上主義を瓦解させてしまう危険性を具えているがた

めに、生みの親によって鬼子として見放され抹殺されたと解釈できよう。

　1840年代の欧州諸国では被抑圧者による権力者追放という、血生臭い革命

叛乱が頻発している。ストウ自身も当時米国民の関心を集めるハンガリーの

オーストリアとロシアからの独立戦争（1848－49）をσκの後景に取り込んで

いる。妻子と共にカナダヘ逃亡途中のジョージ・ハリスが追っ手を眼前に「独

立宣言」を行う雄姿を、迫害を逃れて米国に亡命したハンガリー大統領Louis

Kossuth（1802－94）に重ね合わせ（223）、同時代読者に自由を求める逃亡奴隷

への心情的共感を喚起する（c£Reyno1ds154＿57）。しかしイライザの説得でキ

リスト教に改宗したこの勇敢な逃亡奴隷は、トプスィが神の否定をイヴァン

ジェリンによって白紙撤回させられたと同様、抑圧者からの自由独立を宣言す

る際に創造王としての神を崇拝することを義務付けられている　　‘“　by

the　great　God　that　made　us，we’ll　fight　for　our1iberty　ti11we　die洲（222）。

　さて、Phi1ip　Fisherは感傷小説に見られる特徴的な時間枠組を考察している

が、その分析によればσκには「行為が避けられない瞬間」と「永遠に続く不

可逆的な結果」の二段階の時問領域でしか出来事を描写しない特徴があるとい

う。そしてこれは犠牲者の視点から語られる「苦悩の記録」であって抑圧者の

「暴力の言己録」ではないと解釈する。つまり、ラグリーら抑圧者にあるはずの

動機、心理、遼巡等には作者の関心は払われず、読者は抑圧者の不道徳行為を

人間化したりその罪を寛恕することを許されない（115－17）。トムのキリスト

教徒として神に召される歓喜は、死に至らしめる深手を負わせたラグリーさえ

も“‘．．．He　an’t　done　me　no　rea1harm，一〇n1y　opened　the　gate　ofthe　kingdom　for　me；

thaピsa11！川（462）と言い表す超人的な寛容さを伴う。こうして被害者の死は

益々純化され神格化される。そして加害者の抑圧された虐待動機の解明や人物

理解が読み手から次第に遠退く効果を生むのである。

　στCに認められる「感傷的マゾヒズム」に注目するMariame　Nob1eは、中流

白人女性読者に共感を呼び起こす黒人奴隷が十全たる人間というよを）性欲の対

象として位置付けられ、対象化による奴隷の人問性と精神性の認識という当初
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目標を蝕んでいると指摘する（126－27）。ストウが描く〈感傷的傷〉には、奴隷

制廃止という公的善に奉する公平無私の愛他的欲求というより、むしろ極めて

個人的な性愛及び悦惚の快楽が付き纏う。これはσκのクライマックスであ

るラグリーによる殺意を伴う鞭打ちの直前、引き摺り出された〈正真正銘のキ

リスト〉のトムに生じる幻聴と幻覚という形態で表出する。

The　savage　words　none　of　them　reached　that　ear，一a　h1gher　v01ce　there　was

saymg，“Fear　not　them　that　k111the　body，and，after　that，have　no　more　that　they

can　do”Nerve　and　bone　ofthat　poor　man’s　body　v1brated　to　those　words，as1f

touched　b　the　f1n　er　of　God，and　he　fe1t　the　strength　of　a　thousand　sou1s　m

one　　H1s　sou1throbbed，一h1s　home　was　m　s1ght，一and　the　hour　of　re1ease

seemedathand．（454＿55，下線引用者）

引用中の「打ち震え」、「指に触れられたかのように」、「脈打ち」、「解放」とい

う字句は、自慰行為を連想させる。こうした性的言語と死後の魂の優位を説く

新約聖書の引用を挿入するストウは、白人キリスト教読者の性的悦惚と黒人奴

隷の被虐的拷問を密かに収敷させている。ノーブルは、被虐的快感を誘発する

隷属状態に女性読者を置こうと目論むστCは、作品主題のみならずその効果

もまた〈奴隷制〉であると主張する。しかも作者によって強要された感情であ

ればこそ、苦悶の表情を浮かべる黒人奴隷に一性愛を含む愛情や親密さを感じて

しまう違犯行為の責任を女性読者は負わなくて済むのである（144）。こうした

ジェンダー解釈は、米国社会におけるレイシズムが、白人の深層心理の領域で

如何にセックスの問題と関わり合っているかを明らかにする。7

　σκが驚くべき大衆人気を獲得した理由は、南北戦争前夜の白人読者の世

情不安を考慮し、奴隷制廃止に相伴う暴力革命の脅威を抑制しつつ、その懸念

を打ち消すために感情と行動に関して明解で絶対的な指南書をストウが作成し

たということに尽きるであろう。つまり黒人奴隷には堅忍不抜の精神を、そし

て奴隷制に反対する白人読者には神への献身を約束させ、その報酬として奴隷

制廃止というアメリカの罪の浄化を神託として説いたのである。σπは、宗

教道徳の見地から奴隷制の悪を誇張する一方で、アメリカ人が負うべき政治貢

任を必要最小限に止め、呪われた運命の悪夢からユートピアの夢へ移行する国

家展望を描いた。そして19世紀中葉の奴隷制を巡る国家的ジレンマの解決策

として、＜抵抗＞や＜逃亡〉ではなく、黒人主体を消去した上で＜神の意志〉へ
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の〈服従＞という安全弁を提供している。

　読者感情への熱烈な訴えによってσπは、政治的解決に伴う内的混迷と個

人責任を回避しながら、奴隷制廃止という政治行為を顕在化させる大胆な離れ

業を演じている。読者個々人が行動によって社会責任を果たすべきか否かとい

う心的葛藤に思い悩まずに済むのは、σκが〈神の意志〉という西洋キリスト

教社会において絶対的な世界観に基づいているからである。だからこそストウ

は、最終章において奴隷制が廃止されなければ、「その不正と残虐は国々に全

能の神の怒りをもたらすであろう」（494）と旧約聖書の預言者のように結ぶの

である。メロドラマのプロットと感傷により＜家族＞と＜家〉の秩序を肯定し、

最後には奴隷制に関わる国家的難題を黒人の民族性を消去しつつキリスト教予

型論によって再定義することで、ストウはσκを包括的な反奴隷制の文脈に

巧みに融合する。しかしながら、感傷パワーの基盤を成す類型やメタファが時

代変遷と共にその文化的権威を失墜させてしまうや、σκのテクストもまた

キリスト教道徳秩序の呈示力を喪わざるを得なかったのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　注

　1び〃o1〃o〃ゴ∫Coわ机oγ，1Vθ81ηL昨加伽81oγθ8オ倣∫ψんηぴたα350頁。本書の扉

には「50枚の鮮やかな銅版画付」と言厘われているが、収録された挿絵は口絵も含め

40枚に過きない。なおこのC1arke版は副題を異にするが、本文は米国版と同一で

ある。

　2本稿では、Knopf版をテクストとして使用する。

　3　1851年6月から翌年4月まで肋6州αゴo〃o1E1η誌に毎週連載されたことに加

え、驚異的な単行本発行部数と“Pub1icreading”という当時の慣習を考慮すれば、1850

年代半ばには大多数の北部人がσ1℃のストーリィに精通していたと推察できる

（Sarson33）。

　4　7世代に亘る家系小説Roo伽τ乃θ∫o8oげω一んηぴ1coπFαη的（1976）を世に問

う12年前、アフリカ系アメリカ人作家A1ex　Ha1eyは、アンクル・トムを「あの時

代が許容したであろう最上級の黒人奴隷造型」と認める発言をしている（23）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　ト　ン　5肋〃ηわo∫舳わo（1972）の中でIshmae1Reedは、古代エジプトの太陽神崇拝起源

の禁欲的キリスト教文化に対抗する、舞楽や性や朗笑を肯定する1920年代の黒人

文化興隆を“JesGrew”（6）と名付け、トプスイのキリスト教拒絶を作品主題にする。
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